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に
関
す
る
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主
意
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雇
用
保
険
制
度
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

平
成
十
四
年
十
二
月
五
日
、
与
党
三
党
（
当
時
）
は
雇
用
保
険
制
度
の
安
定
的
な
運
営
の
た
め
、
与
党
三
党
合
意
を
締
結

し
、
こ
の
な
か
で
保
険
料
率
の
変
更
に
つ
い
て
「
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
、
当
基
金
の
運
用
状
況
に
鑑
み

て
も
、
雇
用
保
険
の
給
付
に
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
な
ど
保
険
料
率
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
財
政
状
況
に
立

ち
至
っ
た
と
き
は
、
与
党
三
党
幹
事
長
・
政
調
会
長
に
諮
り
、
了
解
を
得
た
上
で
、
弾
力
条
項
に
基
づ
き
〇
・
二
％
の
範
囲

内
で
増
率
変
更
す
る
も
の
と
す
る
。
」
と
し
て
い
る
が
、
現
行
の
雇
用
保
険
財
政
は
、
与
党
三
党
合
意
で
い
う
「
雇
用
保
険

の
給
付
に
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
な
ど
」
に
該
当
す
る
と
解
す
る
の
か
否
か
。

二

（
前
掲
一
項
の
質
問
に
対
す
る
回
答
が
「
該
当
す
る
」
の
場
合
）

ど
の
よ
う
な
財
政
状
況
に
鑑
み
て
、
該
当
す
る
と
判
断
し
、
保
険
料
率
の
変
更
が
必
要
と
考
え
る
の
か
。

三

（
前
掲
一
項
の
質
問
に
対
す
る
回
答
が
「
該
当
し
な
い
」
の
場
合
）

平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
保
険
料
率
は
変
更
す
る
必
要
が
な
い
と
い
う
の
が
内
閣
の
見
解
か
。

四

雇
用
保
険
財
政
に
関
し
て
、
平
成
十
四
年
度
補
正
予
算
に
お
い
て
創
設
さ
れ
た
「
早
期
再
就
職
者
支
援
基
金
」
の
運
用
状

況
を
ふ
ま
え
た
上
で
基
金
の
有
効
性
に
つ
い
て
内
閣
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

一



五

平
成
十
五
年
の
雇
用
保
険
法
改
正
に
お
い
て
、
訓
練
延
長
給
付
の
複
数
回
受
講
制
度
が
実
施
期
間
、
対
象
人
員
と
も
に
延

長
、
拡
大
さ
れ
、
厚
生
労
働
大
臣
は
平
成
十
五
年
四
月
九
日
の
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
に
お
い
て
「
ど
う
い
う
人
た
ち
に

は
や
る
か
と
い
う
こ
と
を
自
分
で
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
か
ら
、
今
度
は
皆
さ
ん
方
に
お
答
え
の
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
答

弁
さ
れ
て
い
る
が
、
改
正
後
の
複
数
回
受
講
指
示
を
受
け
た
人
数
及
び
受
給
開
始
人
数
、
そ
れ
に
係
る
給
付
総
額
を
ふ
ま
え

た
う
え
で
、
こ
の
制
度
の
趣
旨
、
有
効
性
、
評
価
に
つ
い
て
内
閣
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


